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賞状授与

餅つき

卒
業
式
＆

収
穫
パ
ー
テ
ィ
ー

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

箱
寿
司
作
りＪ

Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
10

月
20
日
、
地
区
本
部
で
、
今
年
度

最
後
の『
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
』を

開
き
、
参
加
者
が
収
穫
し
た
農
産

物
を
使
っ
た
収
穫
パ
ー
テ
ィ
ー
と

卒
業
式
を
開
き
ま
し
た
。

収
穫
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
参
加

者
で
作
っ
た
大
田
市
の
伝
統
料
理

『
箱
寿
司
』
、
子
ど
も
た
ち
が
つ

い
た
餅
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山

女
性
部
が
作
っ
た
大
田
市
の
伝
統

料
理『
う
ど
ん
豆
腐
』
、
収
穫
し

た
さ
つ
ま
芋
で
作
っ
た
芋
羊
羹
な

ど
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
同
地
区
本
部
の

岩
佐
重
信
副
本
部
長
が
参
加
者

へ「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て

得
た
経
験
を
成
長
の
糧
に
し
て
も

ら
い
た
い
」と
話
し
、
卒
業
証
書

と
、
記
念
品
と
し
て
参
加
者
が
植

え
た『
コ
シ
ヒ
カ
リ
』
５
㌔
を
一

人
一
人
に
手
渡
し
ま
し
た
。ま
た
、

後
援
の
行
政
の
他
、
石
見
銀
山
農

政
会
議
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山

女
性
部
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山

青
年
連
盟
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
、
参
加
者
に
卒
業
を
祝
う
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

『
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
』終
了
後
、

参
加
者
に
感
想
文
を
書
い
て
も
ら

い
、『
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
』
で
展

示
し
ま
し
た
。
今
年
は「
い
ち
ご

狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が
楽
し
か
っ

た
」や「
お
も
ち
が
美
味
し
か
っ

た
」な
ど
書
か
れ
た
感
想
文
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
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12
頭
の
子
牛
が
出
品

温
泉
津
町
和
牛
改
良
組
合
は
10
月
15
日
、

温
泉
津
町
の
井
田
共
進
会
場
で
、『
第
39
回

温
泉
津
町
秋
期
子
牛
共
進
会
』を
開
き
ま
し

た
。
12
頭
の
子
牛
が
出
品
さ
れ
、
育
成
改
良

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
本
店
の
高
木
賢
一
専
務
は

「
近
年
は
子
牛
価
格
も
安
定
し
て
お
り
、
皆

様
が
安
心
し
て
畜
産
を
営
ん
で
い
け
る
環
境

が
で
き
て
い
る
。ど
う
か
体
に
気
を
つ
け
て
、

地
域
の
農
業
を
振
興
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。　

審
査
の
結
果
、
厚
朴
邦
広
さ
ん
の『
せ
つ

こ
』号
が
首
席
、吉
田
淳
一
さ
ん
の『
こ
う
め
』

号
が
次
席
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
度
の
共
進
会
で
上
位
入
賞
さ
れ
た
6

頭
は
10
月
27
日
に
、
同
会
場
で
開
か
れ
た
石

東
連
合
子
牛
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

大田市農林業振興協議会は10月27日、温泉津町の井田共進会
場で、『もーもーふれあいフェスタ2018』を開きました。イベン
トでは、平成30年度石東連合子牛共進会が開かれ、大田市管内
より25頭の出品があり、日頃の育成改良の成果を競いました。
審査の結果、首席には岩倉勝政さん（温泉津町）の『あじ4の2』
号が、次席には厚朴邦広さん（温泉津町）の『せつこ』号が選ばれ
ました。
もーもーふれあいフェスタ2018は、大田市産農畜産物振興を
目的に開かれる祭典。地元産農産物、加工品などの販売や大田市
産の卵、牛乳の無料配布、石見銀山和牛の販売、バター作り体験
など、数々のイベントで賑わいました。

バター作り体験 万歳三唱

石東連合子牛共進会で主席に選ばれた
岩倉さんの『あじ4の2』号

首席『せつこ』号と厚朴さん

温
泉
津
町
秋
期
子
牛
共
進
会

もーもーふれあいフェスタ2018
石東連合子牛共進会

共進会の様子
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試食宣伝をする組合員

JA石見銀山地区本部は９月26日、10月26日に地区本部
において、ロールプレイングコンテストを開きました。
９月26日には、自動車共済クルマスターのロールプレイ

ングコンテストを開き、３名の職員が出場し、より良い提案
をすることを目的に行われ、設定されたケースに応じ、共済
内容の確認等を行いました。
今回は、現状の契約内容をもとに、クルマスターでの継続

+αのグレードアップ提案を目指すもので、３名の出場者が
保障の必要性を訴え、提案しました。
優勝者は大田東支店の森山果歩さんで、10月３日に出雲

石見銀山西条柿生産組合は10月10日、西条柿PRのため、大田
市役所を訪れ、楫野弘和大田市長へ西条柿を贈呈しました。
同組合の石橋幸人組合長は「今年は小玉傾向にあるが、糖度が
高く、良い柿に出来上がっています」と楫野市長へ手渡しました。
試食した楫野市長は「とても甘くておいしい」と太鼓判を押し
ました。また、「体に気をつけて頑張っていただきたい」とエー
ルを送りました。
石橋組合長は「伝統の西条柿を絶やさないためにも、組合員一
丸となって頑張っていく」と答えました。
また、後継者問題についても意見交換を行いました。現在、島
根県、大田市、JAの三者が開催しているおおだ農援塾でも、『柿
づくり』のコースを設置し、柿の生産振興を図っています。

市で開催された『JAクルマスターロールプレイングコンテスト』（県大会）に出場し、見事１位に輝きました。
10月26日には、信用窓口セールスロールプレイング大会を開きました。
山﨑辰次本部長は「素晴らしい大会になるよう期待している。大会のための努力を日常の業務に活かすこ

とができるよう頑張って欲しい」と話しました。
大会は出場チームごとに、同地区本部管内支店の店舗窓口業務担当が実践を通じた技術で来店者との窓口

対応等を披露。
各出場チームとも、JAネットバンクやJAカード等の必須セールス項目の他、公共料金の口座振替など提

案しました。
優勝は大田北支店・温泉津支店チームで、12月８日に出雲市で開催される『JAしまね窓口ロールプレイ

ング大会』（県大会）に出場する予定です。

10月12日には、JAグリーンおおだ、すいせんの里で、『西
条柿』の試食宣伝を行いました。組合員が店頭に立ち販売し、
今年の甘さなどを消費者へ直接アピールしました。試食した
来店客からも「とてもおいしい」など、上々の評価を聞くこ
とができました。
同組合は、今年、大田市西条柿生産組合と温泉津町西条柿

生産組合が統合する形で設立しました。『品質の良い美味し
い西条柿づくり』をスローガンに、先進地視察や栽培研修会
を開き、石見銀山西条柿の品質向上を目指しています。

ロールプレイングを行う出場者

西条柿を贈呈する石橋組合長（右から２人目）、
坂根副組合長（右）、青笹事務局長（左）

職員の資質向上を目指す

生産者がPR

クルマスター・信用窓口ロールプレイングコンテスト

西条柿市長贈呈・試食宣伝
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フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ニ
ュ
ー
ス
と
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
♪

農
大
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス

● 
島
根
県
立
農
林
大
学
校
が
地
域
農
業
実
習

三浦衆議院議員と一緒に記念撮影

選果を行う従業員

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合
は
大
田
産
の
秋

作
メ
ロ
ン（
品
種『
ア
ム
ス
』、『
ア
ー
ル
ス
』）

を
10
月
17
日
、
温
泉
津
町
井
田
地
区
の
メ
ロ

ン
選
果
場
で
初
出
荷
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
本
店

を
通
じ
て
共
販
出
荷
さ
れ
ま
す
。

同
組
合
は
、
７
月
上
旬
か
ら
メ
ロ
ン
を
出

荷
し
て
お
り
、
出
荷
も
夏
場
に
集
中
し
て
い

ま
し
た
が
、
養
液
栽
培（
ト
ロ
箱
栽
培
）の

導
入
を
き
っ
か
け
に
秋
作
メ
ロ
ン
の
栽
培
も

始
ま
り
ま
し
た
。
組
合
員
は
、
稲
刈
り
と
並

行
し
て
出
荷
に
励
ん
で
い
ま
す
。

10
月
24
日
に
は
、『
ア
ム
ス
』、『
ア
ー
ル

ス
』が
合
計
で
約
２
２
０
箱（
１
，４
３
０
㌔
）

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合
は
、
12
戸
が
栽

培
面
積
２
㌶
で
、『
ア
ム
ス
』、『
ア
ー
ル
ス
』

の
栽
培
に
日
々
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
全
戸
が『
美
味
し
ま
ね

認
証
』を
取
得
し
て
お
り
、
高
品
質
な
メ
ロ

ン
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

本
店
を
通
じ
共
販
出
荷

● 

秋
作
メ
ロ
ン
初
出
荷

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
が
10
月
17

日
、
東
京
視
察
研
修
を
行
い
、
23
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
田
市
出
身
の
三
浦
靖
衆
議
院
議
員
を
訪

問
。
議
員
会
館
や
国
会
議
事
堂
を
見
学
し
ま

し
た
。
三
浦
衆
議
院
議
員
が
引
率
し
、
国
会

議
事
堂
の
裏
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
見
学
終
了
後
は
、
家
の
光
会

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
家
の
光
編
集
部
署
や

手
芸
品
の
開
発
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
制
作
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
部
員
は「
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
所
を
見
学
で
き
て
、
勉
強
に

な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
を
見
学

● 

女
性
部
東
京
視
察
研
修

本店職員と出品について打ち合わせをする
きれんげメンバー

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
旬
彩
工

房「
き
れ
ん
げ
」が
製
造
販
売
し
て
い
る
そ

ば
ク
ッ
キ
ー
が
11
月
よ
り
、
み
の
り
カ
フ
ェ 

エ
キ
エ
広
島
店
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

み
の
り
カ
フ
ェ
と
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
展
開

し
て
い
る
地
産
食
材
を
使
用
し
た
飲
食
店
舗

で
、９
月
に
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
内
の
商
業
施
設「
ｅ

ｋ
ｉ
ｅ
」内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
年
の
８
月
よ
り
、
Ｊ
Ａ
全
農
や
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
本
店
と
連
携
し
、
販
売
に
向
け
て
試
作

品
を
製
造
、
国
産
の
米
粉
を
使
用
し
た
み
の

り
カ
フ
ェ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
販
売
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

み
の
り
カ
フ
ェ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
に

●  

き
れ
ん
げ
の
そ
ば
ク
ッ
キ
ー
、 

広
島
で
販
売
へ

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
長
久
町
に
あ
る
農
事
組
合
法
人

い
な
ぎ
を
訪
問
し
、
組
織
の
成
り
立
ち
や
経

営
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
生
産
・

販
売
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
、
鳥
井
町
で
ぶ
ど
う
栽
培
を
営
む

大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合
の
原
田
武
敏
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

原
田
さ
ん
は
、
今
年
１
月
に
美
味
し
ま
ね

認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
日
頃
よ
り
安
全
性

を
考
慮
し
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
回
、
参
加
し
た
学
生
は
、
自
営
就
農
や

雇
用
就
農
、
Ｊ
Ａ
へ
の
就
職
な
ど
進
路
は

様
々
で
す
が
、
間
近
で
生
産
者
の
意
欲
的
な

取
り
組
み
を
目
に
し
、
就
農
・
就
職
に
向
け
、

意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

島
根
県

立
農
林
大

学
校
の
学

生
９
名
が

10
月
15
日
、

大
田
市
の

特
産
品
で

あ
る
ぶ
ど

う
及
び
柿

に
つ
い
て

現
地
の
栽

培
を
学
習

す
る
た
め
、

地
域
農
業

学生の質問に答える原田さん（右）
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

■
今
年
は
本
当
に
、
台
風
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
ね
。
や
っ
と
、
外
の
野

草
と
か
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、
先
日
、
ス
ス
キ
と
野
菊
を
し
っ
か

り
切
り
取
っ
て
、
玄
関
に
飾
っ
て
み
ま
し
た
。�

（
H
さ
ん
）

す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
の
も
早
く
な
り
、
外
に
出
る
に
は
厚
着
が
必
須

な
気
温
の
日
が
増
え
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
コ
タ
ツ

の
出
番
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

コ
タ
ツ
に
入
る
と
な
か
な
か
出
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、
誰
し

も
経
験
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
ウ
ト
ウ
ト
寝
て
し

ま
っ
て
、
風
邪
を
引
い
た
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
た

い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
冬
に
は
鍋
と
い
う
こ
と
で
、

大
田
産
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
、
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

■
つ
い
こ
の
間
の
暑
さ
が
い
つ
ま
で
続
く
か
と
思
っ
た
の
に
…
。
も
う

コ
タ
ツ
と
ス
ト
ー
ブ
を
出
す
こ
と
に
。
春
と
秋
の
短
さ
を
感
じ
ま
す
。

�

（
Y
さ
ん
）

■
な
ん
だ
か
肌
寒
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
増
す
こ

と
と
聞
く
と
、
本
当
に
嫌
で
す
ね
。
暑
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

ん
だ
か
１
週
間
が
、１
ヶ
月
が
、早
く
過
ぎ
去
る
の
が
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

�

（
T
さ
ん
）

■
朝
夕
す
っ
か
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
10
月
号
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
体
調
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
な
、

と
思
い
ま
す
。「
食
欲
の
秋
」
、
食
べ
す
ぎ
に
も
注
意
し
な
い
と
…
。

�

（
Ｋ
さ
ん
）

■
新
米
を
い
た
だ
き
、
食
べ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
艶
よ
し
、
味
よ
し

で
、
と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
。
猿
や
猪
が
出
て
、
人
間
よ
り
先
に
収

穫
す
る
の
で
、
皆
さ
ん
が
大
変
で
す
。
感
謝
し
て
１
粒
、
１
粒
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。�
（
K
さ
ん
）

■
県
立
美
術
館
の
松
平
不
昧
の「
美
意
識
を
訪
ね
る
」の
展
覧
会
を
観

に
行
き
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
満
足
で
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
湖
を
眺
め
な
が
ら
い
た
だ
い
た
パ
ス
タ
も
、
美
味
し

か
っ
た
。�

（
N
さ
ん
）
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院
　
長

福ふ
く

田だ

　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 10 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

10 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 19 938,520 119,880 586,099 -393,641 -22,157 273 282
中央 104 938,520 119,880 614,645 -159,100 -21,892 272 283
県 104 938,520 119,880 614,645 -120,217 -21,892 272 283

ヌキ
管内 20 883,440 434,160 740,124 -50,580 51,084 295 279
中央 160 1,085,400 109,080 755,278 -49,919 17,579 298 273
県 160 1,085,400 109,080 755,278 -51,008 17,579 298 273

【ヌキ】 【メス】
順位 地　区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父

1 志学 高田　雅晴 319 248 百合白清2 勝忠平 白清85の3

2 水上 ㈱大田原農場 328 274 美津照重 勝忠平 安福久

3 富山 白石　　祐 319 290 諒太郎 隆之国 平茂勝

4 長久 岩崎智佐子 273 273 芳之国 美津百合 安福久

5 井田 吉田　淳一 314 261 久茂福 勝忠平 平茂勝

若
い
女
性
は
、
も
っ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
ス

ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
っ
て
か
ら
丁
度
、

１
０
０
年
だ
そ
う
で
す
。
大
正
７
年
と

言
い
ま
す
か
ら
、
大
分
前
で
す
ね
。
ス

ペ
イ
ン
風
邪
は
世
界
で
４
，
０
０
０
万

人
、
日
本
で
40
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
こ

れ
に
匹
敵
す
る
流
行
は
無
さ
そ
う
で
す

が
、
中
国
で
人
に
対
し
て
強
い
病
原
性

を
持
つ
鳥
イ
ン
フ
ル
の
一
部
に
、
そ
の

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
気
に

な
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
毎
年
、
千
人
以
上
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
し
て
い

ま
す
が
、
結
婚
適
齢
期
の
女
性
や
妊
娠

の
可
能
性
の
あ
る
若
い
奥
様
方
に
接
種

す
る
こ
と
は
、意
外
と
少
な
い
で
す
ね
。

恐
ら
く
若
い
人
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
ら
な
い
確
率
も
高
い
し
、
治
り
も

早
い
と
い
う
感
じ
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
妊
婦
と
な
る
と
、
話
は

別
で
す
。
２
０
１
４
年
に
、
妊
娠
初
期

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
高
熱

が
出
る
と
、
胎
児
に
奇
形
を
起
こ
す
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

ウ
イ
ル
ス
の
作
用
と
い
う
よ
り
も
、
発

熱
自
体
が
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
無
能
症
や
二
分
脊
椎
を
始
め
と
す

る
神
経
管
欠
損
、
口
唇
裂（
い
わ
ゆ
る

兎
唇
）
、
先
天
性
心
疾
患
な
ど
が
増
え

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
妊
娠
の
可
能

性
の
あ
る
方
、
予
定
し
て
い
る
方
な
ど

は
、
ま
ず
は
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
妊
娠
中
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
可

能
で
、
妊
娠
の
時
期
に
よ
ら
ず
、
予
防

効
果
は
分
娩
ま
で
持
続
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
生
後
６
ヶ
月

ま
で
の
乳
児
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
妊

婦
が
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
は
、

生
後
６
ヶ
月
は
出
産
し
た
児
に
も
予
防

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

妊
婦
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
す
る

と
重
症
化
し
、
早
産
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し

た
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
治
療
を

開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
薬
を
使
っ
て

も
、
胎
児
に
は
影
響
は
し
ま
せ
ん
。
そ

う
考
え
て
く
る
と
、
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
年
齢
の
女
性
は
、
で
き
る
だ
け
予

防
接
種
を
受
け
る
方
が
良
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
今
年
か
ら
は
、
ぜ
ひ
認
識
を

変
え
て
み
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

順位 地　区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父
1 久手 川上　　泉 313 248 美津照重 安福久 平忠勝

2 志学 高田　雅晴 333 285 美国桜 百合茂 安福久

3 志学 高田　雅晴 324 291 美国桜 百合茂 安福久

4 富山 白石　　祐 331 306 美国桜 幸紀雄 百合茂

5 山口 大国　裕紀 295 255 美津照重 平忠勝 北国7の8

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

10
月
17
日

▶
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。

▶
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

久
手
町川

上　
　

泉�

さ
ん

三
瓶
町
志
学

高
田　
　

駿�

さ
ん
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ＪＡしまね　石見銀山地区本部からのお知らせ

～廃プラの適正処理を行いましょう！～
農業用廃プラスチックの回収を行います

■回収日・回収場所
　12月３日（月） JA大田米倉庫（大田町） JA井田米倉庫（温泉津町）
　12月４日（火） JA刺鹿米倉庫（久手町） JA仁摩支店　（仁摩町） 
■回収時間　いずれも９：00～11：30
■回収対象物　※原則、リサイクル目的に回収します。
　農業用塩化ビニールフィルム（農ビ）、農業用ポリエチレンフィルム、酢酸ビニール、
　PO系フィルム（農ポリ系）

※農薬容器の回収はできません。（農薬容器の回収は３月です。）

■梱包方法
　◦それぞれ同じ資材別に分別してください。
　◦ 土砂、泥等は、できる限り取り除き、金属等の異物は絶対に入れないでください。（育苗箱、育苗ポッ

トについては、水洗いをして泥汚れを落としてください。）
　◦ 計量しやすいように10㎏程度にまとめて、ビニール紐で十文字に縛ってください。
　◦ あらかじめ豆札等に氏名および地区を記入し、梱包ごとに付けてください。
■回収料金　40円／㎏（当日、現金で申し受けます。）
■その他
　◦ 処理委託のため、委任状が必要です。印鑑（シャチハタ不可）をご持参ください。※無い場合は、回収できません。

　◦ 回収対象外の物や汚れがひどい場合は、持ち帰りしていただきますので、ご注意ください。

ハウスビニール、マイカ線、マルチ、育苗箱、育苗ポット、畦波、肥料袋　等

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014　担当：奥

JAによる農業所得申告支援事業について（お知らせ）

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014　担当：奥

JAでは農業所得申告の事務負担軽減のため、
申告支援を行っております。
支援内容は、JAで１年間お取引きいただいた

情報を、申告用に帳票として整理し、組合員の皆
様に収支計算の補完資料として活用いただくもの
です。
ご利用には、個人情報保護の立場から所定の手

続きが必要となります。最寄りの支店にて、期日
までに申し込みをいただきますようお願いいたし
ます。今年度、申し込み手続きをいただくと、毎
年帳票を送らせていただきます。
また、右記の明細表①、準備表②のほかに『購
買品取引明細書』についても、有料（216円）で
ご提供いたします。ご利用の方は最寄りの支店へ
申し込みをお願いいたします。また、利用を中止
される場合も、最寄りの支店へ申し込みをお願い
いたします。
なお、JAグリーン・店舗での現金払いで購入

された取引きにつきましては、印刷されませんの
で、ご注意いただきますようお願いいたします。

記
１．申告支援の内容
　　①�農業収支計算明細表（１年間のJAでの取引

きを科目別に分類し、明細表を作成します。）
　　②�農業収支内訳準備表（科目別に集計された一

覧表になっています。）
２．ご利用方法
　　�農業収支計算明細表で、農業の経費であるか確
認し、訂正箇所があれば訂正し、農業収支内訳
準備表で集計します。

　　�これに、JA以外の取引きを加算して申告にご
利用ください。

　　�集計できるのは３口座までで、ご家族の口座で
も集計できます。

３．申し込み時に必要なもの
　　口座届出印・集計口座番号・利用料引落口座番号
４．ご利用料金　540円（税込み）
５．申 込 期 日　平成30年12月７日（金）
　　※�期日を過ぎますと、提供の時期が遅くなり、

別途郵送料をいただきます。
６．提 供 日
　　１月のふれあいの日に配布いたします。
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JAグリーンおおだ

・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

12月は、休まず営業いたします。
年金無料相談

複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00～15：00

12月２日（日）JA大田北支店� ☎0854-82-7333

ストック野菜
＜材料（８人分）＞
　野菜��������� 560g（1人70ｇ）
　※旬の野菜でお試しください。
　砂糖������������� 小さじ１
　濃口醬油����������� 大さじ１
　サラダ油���������� 大さじ1/2
＜作り方＞
❶��野菜は細切りにする。
❷��フライパンを温めて油をひき、野菜を炒める。
❸��少ししんなりしてきたら、砂糖と醤油を入
れて、さっと炒める。（少し火が通る程度。）

【保存方法】
　�ラップやタッパーなどで小分けにし、冷凍
しておく。

①ストック野菜の卵焼き
＜材料（４人分）＞
　ストック野菜������� 1/2量
　卵������������� ４個
　サラダ油�������� 小さじ２

＜作り方＞
❶��ストック野菜を前日の夜に、冷蔵庫
へ移しておく。

❷��ボウルに卵を割り入れて、よく溶く。
❸��卵焼き用のフライパンを温めて油を
引き、❷を少量入れる。

❹��ストック野菜をのせ、端が固まって
きたら手前から奥に向かって巻いて
いく。これを数回繰り返す。

②みそ汁（ストック野菜入り）
＜材料（４人分）＞
　ストック野菜������� 1/2量
　いりこ�����������12ｇ
　水����������� ３カップ
　味噌������� 大さじ１と1/3

＜作り方＞
❶��ストック野菜を前日の夜に、冷蔵庫
へ移しておく。いりこを分量より少し
多めの水に浸けておく。（鍋で浸ける。）

❷��鍋に火をかけ、沸騰してきたら、火
を弱めて2～3分煮出す。

❸��いりこを取り出してストック野菜を
入れ、火を強める。

❹��全体に火が通ったら、火を弱めて味
噌を溶き、火を止める。

③ ごま油香る鮭のおにぎり
＜材料（４人分）＞
　ご飯���������� 茶碗４杯
　濃口醬油�������� 小さじ２
　ごま油��������� 小さじ１
　鮭フレーク��������� 適量
　青ネギ����������� 適量

＜作り方＞
❶��青ネギは、小口切りにする。
❷��ボウルに材料を全て入れ、よく混ぜ
合わせる。

❸��お好みの形に握って、出来上がり。

提供：石見銀山産直出荷者協議会

今月の料理

大田市食育推進ネットワーク会議
　会長　田平　修二さん

「ストック野菜の卵焼き」
「みそ汁（ストック野菜入り）」「ごま油香る鮭のおにぎり」

②

③①
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